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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

54.7℃の源泉を熱交換し庁舎床暖房、給湯機のプレ加温に利用し

ている。二次利用として庁舎出入口周辺の融雪へ利用することにし

ている。

小清水町の温泉熱利用の取組は1 980年から始まり、温浴施設や公

共施設の暖房、プール加温、融雪、温室加温など様々な用途で活用

している。

本施設においても温泉熱利用は当初から計画に入っており、新たに

源泉を掘削している。
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4年事業

１年目

2年目

3年目

4年目

2020年

2021年

2022年

2023年

・庁舎業務開始
・施設オープン

5月

4月

・新庁舎基本設計開始
・温泉の利活用検討開始

温泉掘削
開始

7月

補助事業
申請(堀削）

10月

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給
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実 施 主 体

小清水町
・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

小清水町

協 力

・株式会社
アトリエブンク

庁舎設計

・北海道立総合研究機構

助言

・アド･エンジニアリング
株式会社

温泉施設の設計

※本事例は「令和5年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：エネルギーコスト削減効果は、施設全体における計画段階の試算値です。
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